
H27年度；ダイナミックマップの試作・検証
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ダイナミックマップの試作検証（お台場）
・基盤的地図のデータ構造
・基盤的地図の更新手法
・動的データの仕組み

位置参照基盤

デジタル道路地図

車線レベル道路地図

点群データ、画像データ

紐付け

准動的共用データ

准静的共用データ

紐付け

動的データ

紐付け

地図の構造化／基盤データの整備

H27年度

共用（基盤）データ

付加データ

プローブ情報データ

プローブ情報の活用

付加データを加えた
ダイナミックマップの整備

・自動走行システム
・運転支援システム

動的共用データ
（位置情報紐付け）

DSRC、DSSS

H27年度

H27年度

体制

コンソーシアムを結成し
オールジャパンで取り組み
・三菱電機（とりまとめ）
ゼンリン、TMI、インクリメントP、
アイサンテクノロジー、パスコ、
三菱総研



ダイナミックマップによる産業構造の変革

変状情報動的情報動的情報動的情報

准動的情報 店舗情報 気象情報 設備・構造

准静的情報

道路形状
３次元構造物など

歩道・屋内
道路形状 地形

ランドマーク ランドマーク 地形・ランドマーク

地形

ビル等 非常口等

基盤となる
地図データ

・・・

・・・

・・・

・・・

標識等

自動運転のための
構造化データ

活用拡大

3次元位置情報基盤（道路形状）

自動走行 パーソナル
ナビゲーション

防災・減災 社会インフラ
維持管理
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将来は「国家基盤データ」としての活用拡大に期待



“HMI”を検討するためのフレームワーク

ドライバー受容性の検証 社会受容性の検証 ※

安全性の証明 事故削減効果の推定

システム定義 シナリオ定義

ヒューマン
ファクタ分析

ＨＭＩ検証 事故分析

責任区分と権限移譲の考え方 構築

国際的な
協調と標準化

社会における
受容性の醸成

シミュレーション／被験者テスト設計

※ 制度、法律上の整合を含む

SIPにおける活動のフレームワーク

３つの観点に基づいたアプローチ

• システムとドライバーのインターフェース
• システムと他の交通参加者とのインターフェース
• システムと社会とのインターフェース
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課題解決のためのアプローチ

Human-in-the-loop / out-
of-the-loop

（混在する可能性がある）

Human-in-the-loop

• 準自動走行モード• 運転支援モード 運転権限の委譲
が発生するイベン
ト

運転に関する役割と権限

リラックス集中
安全かつ円滑な
制御権の委譲

突然の割り込み

出口での渋滞

シナリオ（事前条件＋シーン＋イベント）の分析・評価

知覚 状況理解 行動選択 行動!

𝒕𝒕
条件・状態システム機能

運転に関する役割と権限

システムによる
権限移譲の要請
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⇒ H27年度：ドライビングシミュレータによる実験



ITSの自動走行システムへの活用

競
争
領
域

協
調
領
域
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交通事故低減に向けた自律型・協調型システムの役割・位置づけ

自律型システム

協調型システム

出会い頭事故防止 歩行者・出会い頭事故防止

協調型自動走行システム

横断自転車 歩行者（夜間） 路外逸脱警報

自律型と協調型システムが補完

車載センサーによる
衝突回避性能の向上

ITS(車車間、路車間、歩車間
通信）による先読み情報の活用

自動走行システム


